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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年4月7日(2011.4.7)

【公表番号】特表2010-519401(P2010-519401A)
【公表日】平成22年6月3日(2010.6.3)
【年通号数】公開・登録公報2010-022
【出願番号】特願2009-551800(P2009-551800)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ   5/04     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ   3/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ   3/30     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   9/14     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/02     (2006.01)
   Ｆ２５Ｂ   1/00     (2006.01)
   Ｃ１１Ｄ   7/50     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ   5/04    ＺＡＢ　
   Ｃ０９Ｋ   3/00    １１１Ｂ
   Ｃ０９Ｋ   3/30    　　　Ｔ
   Ｃ０８Ｊ   9/14    ＣＥＲ　
   Ｃ０８Ｊ   9/14    ＣＥＺ　
   Ｃ０８Ｌ 101/00    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/02    　　　　
   Ｆ２５Ｂ   1/00    ３９６Ｚ
   Ｃ１１Ｄ   7/50    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年2月18日(2011.2.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
　［００５４］　好ましい態様とその具体的な実施例を参照することにより本発明を詳細
に説明してきたが、本開示及び特許請求の範囲から逸脱することなく修飾及び変更が可能
であることは明らかであろう。
　［本発明の態様］
　１．有効量のテトラフルオロプロペン及びブロモフルオロプロペンを含む、共沸混合物
様組成物。
　２．これら二成分の全重量に基づいて、テトラフルオロプロペンが約３０％～１００％
未満であり、ブロモフルオロプロペンが約７０％～０％より多い量である、１記載の共沸
混合物様組成物。
　３．これら二成分の全重量に基づいて、テトラフルオロプロペンが約４０％～約９９％
であり、ブロモフルオロプロペンが約６０％～約１％である、１記載の共沸混合物様組成
物。
　４．テトラフルオロプロペンが、１，１，１，２－テトラフルオロプロペン、１，１，
１，３－テトラフルオロプロペン、及びこれらの混合物からなる群から選択される、１記
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載の共沸混合物様組成物。
　５．テトラフルオロプロペンが、１，１，１，２－テトラフルオロプロペン、１，１，
１，３－テトラフルオロプロペン、及びこれらの混合物からなる群から選択される、３記
載の共沸混合物様組成物。
　６．ブロモフルオロプロペンが、３，３，１，１，１－ペンタフルオロ－２－ブロモプ
ロペンである、４記載の共沸混合物様組成物。
　７．ブロモフルオロプロペンが、３，３，１，１，１－ペンタフルオロ－２－ブロモプ
ロペンである、５記載の共沸混合物様組成物。
　８．テトラフルオロプロペンが、１，１，１，２－テトラフルオロプロペンである、６
記載の共沸混合物様組成物。
　９．テトラフルオロプロペンが、１，１，１，２－テトラフルオロプロペンである、７
記載の共沸混合物様組成物。
　１０．ＡＳＨＲＡＥ－３４（２００４）の非可燃性スタンダードを満たし、１０又はそ
れ未満のＧＷＰを有する、１記載の共沸混合物様組成物。
　１１．テトラフルオロプロペンが、１，１，１，２－テトラフルオロプロペン、１，１
，１，３－テトラフルオロプロペン、及びこれらの混合物からなる群から選択され、ブロ
モフルオロプロペンが、３，３，１，１，１－ペンタフルオロ－２－ブロモプロペンであ
る、１０記載の共沸混合物様組成物。
　１２．１種又はそれより多い追加の成分を含み、該１種又はそれより多い追加の成分が
、安定剤、金属不動態化剤、腐食防止剤、及び潤滑剤からなる群から選択される、１記載
の共沸混合物様組成物。
　１３．１記載の共沸混合物様組成物を含む作動流体であって、冷媒、発泡剤、噴霧可能
な組成物、滅菌剤、推進剤、火炎抑制剤、及び溶媒からなる群から選択される、前記作動
流体。
　１４．１記載の共沸混合物様組成物を含む冷媒。
　１５．１４記載の冷媒を含む冷却系。
　１６．１４記載の冷媒を冷却すべき物品の近傍で蒸発させることを含む、物品を冷却す
るための方法。
　１７．１４記載の冷媒を加熱すべき物品の近傍で凝縮させることを含む、物品を加熱す
るための方法。
　１８．噴霧すべき材料と、１記載の共沸混合物様組成物を含む推進剤とを含む、噴霧可
能な組成物。
　１９．１記載の共沸混合物様組成物を含む発泡剤。
　２０．１９記載の組成物を含む発泡剤の存在下で発泡可能な組成物を発泡させることに
より製造された独立気泡フォーム。
　２１．発泡可能な組成物がポリウレタン、ポリイソシアヌレート、ポリスチレン、ポリ
エチレン、及びこれらの混合物を含む、２０記載の独立気泡フォーム。
　２２．１記載の共沸混合物様組成物を含む火炎抑制剤を流体に添加することを含む、流
体の可燃性を低減する方法。
　２３．火炎を１記載の共沸混合物様組成物を含む火炎抑制剤と接触させることを含む、
火炎を抑制する方法。
　２４．滅菌すべき物品を、１記載の共沸混合物様組成物を含む滅菌剤と接触させること
を含む、物品を滅菌する方法。
　２５．１記載の共沸混合物様組成物を含む発泡剤を発泡可能な組成物に添加することを
含む、フォームを形成する方法。
　２６．発泡剤が１記載の共沸混合物様組成物を含む、ポリオールと発泡剤とのプレミッ
クス。
　２７．交換すべき冷媒と潤滑剤とを含有する冷却系を再充填するための方法であって、
次の工程：（ａ）前記系における潤滑剤の実質的な部分を維持しながら、交換すべき冷媒
を冷却系から除去する工程；及び（ｂ）１４記載の冷媒を該冷却系に導入する工程；を含
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む、前記方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有効量のテトラフルオロプロペン及びブロモフルオロプロペンを含む、共沸混合物様組
成物。
【請求項２】
　これら二成分の全重量に基づいて、テトラフルオロプロペンが約３０％～１００％未満
であり、ブロモフルオロプロペンが約７０％～０％より多い量であり、テトラフルオロプ
ロペンが、１，１，１，２－テトラフルオロプロペン、１，１，１，３－テトラフルオロ
プロペン、及びこれらの混合物からなる群から選択され、ブロモフルオロプロペンが、３
，３，１，１，１－ペンタフルオロ－２－ブロモプロペンである、請求項１記載の共沸混
合物様組成物。
【請求項３】
　テトラフルオロプロペンが、１，１，１，２－テトラフルオロプロペンである、請求項
２記載の共沸混合物様組成物。
【請求項４】
　ＡＳＨＲＡＥ－３４（２００４）の非可燃性スタンダードを満たし、１０又はそれ未満
のＧＷＰを有し、テトラフルオロプロペンが、１，１，１，２－テトラフルオロプロペン
、１，１，１，３－テトラフルオロプロペン、及びこれらの混合物からなる群から選択さ
れ、ブロモフルオロプロペンが、３，３，１，１，１－ペンタフルオロ－２－ブロモプロ
ペンである、請求項１記載の共沸混合物様組成物。
【請求項５】
　請求項１記載の共沸混合物様組成物を含む作動流体であって、冷媒、発泡剤、噴霧可能
な組成物、滅菌剤、推進剤、火炎抑制剤、及び溶媒からなる群から選択される、前記作動
流体。
【請求項６】
　請求項１記載の共沸混合物様組成物を含む冷媒。
【請求項７】
　冷媒を、冷却すべき物品の近傍で蒸発させるか、又は加熱すべき物品の近傍で凝縮させ
ることを含み、該冷媒が請求項６記載の冷媒である、物品を冷却又は加熱するための方法
。
【請求項８】
　共沸混合物様組成物を含む火炎抑制剤を流体に添加するか、又は火炎を共沸混合物様組
成物を含む火炎抑制剤と接触させることを含み、該共沸混合物様組成物が請求項１記載の
共沸混合物様組成物である、流体の可燃性を低減する、又は火炎を抑制する方法。
【請求項９】
　発泡剤が請求項１記載の共沸混合物様組成物を含む、ポリオールと発泡剤とのプレミッ
クス。
【請求項１０】
　交換すべき冷媒と潤滑剤とを含有する冷却系を再充填するための方法であって、次の工
程：
　（ａ）前記系における潤滑剤の実質的な部分を維持しながら、交換すべき冷媒を冷却系
から除去する工程；及び
　（ｂ）請求項６記載の冷媒を該冷却系に導入する工程；
　を含む、前記方法。
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